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民間住宅の
太陽光発電設置補助を実現

自然エネルギーの活用を要望し
断熱改修工事補助を実現！

一般家庭においては、１ヶ月あたり、基本料金
８０円と従量料金が２０㎥まで１㎥につき１０円値
下げされます。下記の通りです。

例えば
13口径で

１ヶ月 使用量 20立方メートルの場合

基本料金が３５０円 ⇒ ２７０円

従量料金が３３５０円 ⇒ ３１５０円

１ヶ月で３７００円 ⇒ ３４２０円

２か月で７４００円 ⇒ ６８４０円

５６０円（１ヶ月当り２８０円）下がります。

太陽光発電システム設置補助金 １０００万円

太陽光発電システム設置 １件５万円

太陽光発電蓄電池付加方式補助金 １００万円

太陽光発電蓄電池設置 １件５万円

断熱改修補助金 １０００万円

断熱改修工事費用の一部補助

１件あたりの金額は総額の1/3上限50万円

「減災」のまちづくりで木造耐震化の促進を要望

既存木造住宅耐震改修補助を実現

環境保全課

建築指導課

橿原市の水道水は、約8割を奈良県より買っ
ています。（年間約15億円）
今回、県水の料金改定により1㎥あたり10円

引き下げられ、橿原市として年間1億6千万円
の軽減となるため、市水を値下げで年間1億4
千万円還元されることに決まりました。他市
においては、水道料金を引き下げずに配管工
事等の費用に充当しているところもあります。

自治会で近くの公園が、「遊具が古い・
フェンスの修理が必要」等と思われるとこ
ろは、早急にお申し出下さい。

３月の補正予算にて、公園施設長寿命化計画
策定業務委託費１６００万円、市内公園更新
増築工事費８００万円の予算が決まりました。
雲梯の運動公園、近隣公園（見瀬・白橿・

鳥屋・東竹田）他40か所の公園が整備の予定
です。
古い公園や利用頻度の高い公園から行いま

す。（遊具の入れ替えや改修）

都市整備課

橿原市内の公園数
223ヶ所

耐震診断を受けて、倒壊のおそれがあるとされた住宅を

安全なレベルにするために、耐震改修設計（予算315万円）

及び補強工事費用予算（１２００万円）の一部が補助され

ます。

耐震改修設計

１件当たり、総額の2/3 上限10万円

補強工事費用

１件当たり、総額の1/3 上限50万円（＠32600円／１㎡）

建築指導課

公園整備 実施されます！
（防災・減災対策として）

８月より水道料金値下げを実現！！

標準家庭で１ヶ月一律２８０円


